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学生主体型授業としての大学院初年次ゼミの学び実践
教職系専門職大学院生による参画型授業開発報告
林義樹(日本教育大学院大学・教授)
脇本将吾、安閑伸男、林芙由子、平揮盛人(日本教育大学院大学・1年次院生)
解説
本稿の投稿内容は、事例報告にあたる。通
常であれば、報告者は、教職員であるが、本
稿は院生 (4人ともいわゆるストレートマス
ター)である。しかも学生主体の参画型授業
(クラスワーク)から、ごく自然に生れた生
産物(伝承物)である。
我々は、先に本年報第4号に『院生参画授
業の実際:日本教育大学院大学の院生による
ゼミ実践報告J(1)を共著分担で発表している
が、本稿では、院生が実践報告を書き、第一
著者がその解説を書いた。より一層学生の主
体性を貫徹する工夫であった。
本稿は山形大学をキーステーションに小田
らが展開している『学生主体型授業』の院生
による実践である。我々は、学生主体型授業
の発展系の1つである学生参画型授業の効用
として、 FD効果や授業開発効果(授業改善
効果)に注目すべきであると問題提起してき
ている。 (2)本実践を通じて教員としての FD
的気づき、授業開発的気づきがもたらされた。
たとえば、 ICTの活用のスキルの不可避性
および教室外活動のコミュニケーションスキ
ルやルールの重要性を痛感した。大学教育学
会で提案している開発型授業の創設、メタ履
修制度の創設を改めて訴えたい。本報告は、
この主張の根拠を提供してくれている。
なお、我々は、「学生主体型授業の官険J(3) 
の続々版を目指して「学生参画授業実践の理
論と実践」を準備中である。
本授業は、本院の創設期から設置されたも
ので『教職総合ゼミ』と称して、本学の院生
としてのアイデンティティーを獲得するため
のコア科目として出発した。院生の気質の変
化に伴い試行錯誤による改善が試みられてい
る科目であり、学生参画による再創造が期待
されていた。少人数であったが高質の展開が
行われた。緩やかな担任制もかねていたが、
最近、その機能強化のための工夫が試みられ
ている。専門職大学院での初年時の必須ゼミ
への期待は大きい。しかし、その運営は担当
者の力量問題もあり、簡単ではない。
学生自身による主体的・計画的運営から学
生の実態にマッチした等身大のゼミシステム
が構築できる可能性は大きい。本報告はこれ
を示唆している。
教職総合ゼミにおける
私たちの主体的な学び報告書
はじめに
2012年 4月。私たちは日本教育大学院大学に入
学した。私たちは1年次の授業カリキュラムである
『教職総合ゼミ』として、林義樹教授のもと 4名が
集いあった。
この4名は育ちも将来の目標も全員が違う。最初
はばらばらだった4名が、 自主的に一年間のゼミ運
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営を行い、林教授から集団のあり方としての「参画」
を学び、実体験する。
その中で、私たちは相互に理解し、支えあうこと
により、「和」という新たな集団形成の理念を生み出
すことができた。
この報告書は、私たちの一年間のゼミ運営の歴史
と、「和」という集団形成についての理念の提案であ
る。
1.参画とは
「参画」とは、表1に図示した参加の3段階のう
ちの、第3段階のことを指す。
参画に触れる前に、その前段階である 2段階につ
いて説明していく。
段
コンセプト
階
キーワード 行動
第 教師側:
1 参集 教授する
段
いあわす
学習者:At旬nd.ance
階 出席、視聴等
第 教師側:
2 参与 準備する
段
かかわる
学習者:ωlaboration 
階 発信、交流等
第 教師側:
3 参画 学び合う
段
にないあう
学習者:Commitm阻 t
階 企画、実行等
表 1:参加の3段階
第1段階の参集(A悦end組問)は、一方的授業の
形態のことをいう。中学校、高等学校における、教
師から生徒への一斉授業などが例に挙げられる。学
校教育の中でも主流を占めており、学習者が知識を
迅速に獲得、吸収するために有効な手段であるが、
学習者の主体性は非常に低いと言える。
第2段階の参与(Collaboration)は、近年教育に
於いて重きを置かれている、「双方向型の学習」を指
す。時開設定や場所の準備など、場づくりは教師側
が行うが、時聞が始まると学習者は自ら調べ発表し、
話し合っていくという形態だ。例としては、「総合的
な学習の時間」や、各教科等における調べ学習など
が挙げられる。カりキュラムの改革に伴い、「総合的
な学習の時間」以外にも、他者左の交流によって新
たなものを生産するという形式が現場でも取り入れ
られるようになった。
これらを踏まえて第 3段階である参画
(Commitment)に進む。
参画とは、参集・参与で得た知識や認識を基に、
さらに創造的な知性を身に付けるためのモードであ
る。この段階に進むには、参加者はそれぞれ個々の
人聞として、主体的に学習の「場づくり」に取り組
まなければならない。
それまで、学習者は教師側に授業の一切の準備や
運営等を任せていた。しかし、参画に至るためには、
各自が責任感と行動力を持って授業に臨む必要があ
る。
参画型授業の注目すべき点は、これらの活動に全
て学習者側の意思があることが挙げられる。学習者
が自ら「場づくり」の当事者になることで、自分た
ちの毎回の授業のねらいや方法、評価などを構想す
ることになる。これにより、目先の授業だけでなく、
年間の授業計画の見通しを付けることができる。
また、学習者が授業の企画・運営を行うため、そ
の場にいる学習者の問題意識や関心を惹き、全体が
主体的に動きやすくなる結果となる。さらに、教師
側もそれを傍観するだけではなく、援助者の一人と
して「場づくり」に関わることで、教師側と生徒側
に共通した車念が生まれる。
上記のように、学習者は既有の知識や認識、技術
を総動員して自ら学びの場を自己設営し、その中で
新しい意識を形成していくことになる。
本年度の林ゼミでは、 1年聞を通していかにゼミ
生それぞれがぜミ運営に貢献できるか、相互に共通
認識を持ち、それを共有するということに重点を置
いて活動を行った。その結果、
1.主体性をもって、楽しく励まし合いながら、責
任感を持って他人の意見を受け入れ自己の成長を
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促す。
2.自分たちで行動の評価をして省みながら、情報
の発信および後輩へ伝承する。
3.そのために常に情熱をもって前に進み続け、自
分たち独自のものを創り出す。
という参画テーマを掲げ、新たに「和』という定義
を生み出した。
この点については、後述の文中において経緯や内
容等の詳細を取り上げる。
1.林ゼミ活動概要
2012年度林ゼミとして活動をスタートさせた私
達は前期、表2に示す活動を行なってきた。
表2:林ゼミ前期の活動内容
以下、時系列に沿って各活動を紹介していく。
(1) 林ゼミの活動を知る
ゼミが始動してから最初の活動は、「先学に学ぶ」
ということだ、った。過去の林ゼミの先輩方が発表し
4月:前年度林ゼミのサイト訪問。発表の様子
や作成コンテンツの確認。自分史の作成
と発表。
5月:参画についてのレクチャー。林教授の考
え方を知る。
6 月:~ナレッジサイエンス』 ωを一読し、特に
~ 興味のある項目について調査・発表。
7月
8月:夏季休業中にゼミ合宿を行う。前期の振
り返りと後期の見通しを立てる。
ている映像や、作成したWebコンテンツなどを閲覧
した。私たちはまだ入学したてだ、ったが、おぼろげ
ながらも「このゼミではこんなことをやっていくの
か」というイメージが作られていった。
また、このゼミでは毎回資料1のような「ラベル
新聞」を作成することとなった。毎回ゼミでの活動
や場面に応じて、個人の考えをラベル執筆という形
で表出し、それを基に意見交換・議論をする(ラベ
ルワーク)。いきなり声に出して意見を言うことはた
めらわれがちだが、ラベルによって一度文章化され
るため、何もない所から議論をするよりも数段話し
合いがスムーズになった。
資料1:ラベル新聞
(2) r自分史」の作成
ゼミ活動の概要を知った後は、「自分史」の作成・
発表をすることになった。これまでの自分の歩みを
「自分史」という形で文章やスライドにまとめた。
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主に教師を目指したきっかけや、部活動や卒業論文、
一人旅など、本学入学以前にどんな経験や学びをし
てきたかを中心にまとめ、ゼミ生同士の交流や互い
の人となりを知ることに大いに役立った。
(3) r参画」を知る
この頃はまだ皆手探りだ、ったため、 5月に入って
から、ゼミ生から r~参画』とは何なのかわからない
ので、どういうことなのか知りたい」という声が挙
がった。そこで、この時期は林教授から参画の概念
についてテキスト(5)と共にレクチャーをしていただ
いた。学んだ大まかな参画の考え方については、前
述した内容の通りである。
(4) Wナレッジサイエンス』の利用
6月頃になると、次第に学生主導での運営が促さ
れ、毎回交代で司会進行を担当していこうという動
きになった。この時期には、『ナレッジサイエンス』
という書籍をテキストとして、「知識基盤社会」への
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理解を深める取り組みをした。私たちが普段取り組
む「学校教育」としづ分野からはやや外れる内容で
あるため、まずは自分の興味のある分野をまとめて
発表しようということになった。「土着の知Jrメデ
ィアアート」など、各人のこれまでの経験を踏まえ
て、学校教育にどう活かしていけるかという観点で
資料作成及び発表が進められた。
(5) 前期のまとめとゼミ合宿開催への経緯
7月には前述した「熟議」について一度実行する
ことになったのだ、が、全員が揃わなかったこともあ
り、思ったようにはし、かなかった。
また、まとめとしてポートフォリオ作成を行なっ
た。これは、ラベル新聞を始めとするゼミ内資料を
時系列や種類別に分類し整理することで、自分がど
のような学びをしてきたか振り返る目的で行われた。
ただ整理するだけでなく、自分の言葉で「はじめに」
「おわりに」を執筆することで、自分なりの観点で
の振り返りやまとめができる。
このような流れで私たちは前期の活動を終えたの
だが、何か物足りない思いを抱えていた。皆が探り
探り進めていたこともあってか、「前期はこれをやっ
た」という実感が薄かった。そこで、夏休みにゼミ
合宿を行い、前期の反省と後期の活動への見通しを
立てようという発案があり、全員の賛同で8月下旬
に開催する運びとなった。
(6) ゼミ合宿と後期に向けた決定
合宿では前期の活動と今後の見通しについて図解
を作成し、自分たちの評価を行なった。その結果と
して、後述するテーマ設定と共に「毎回の活動を振
り返れるものを作ろう」という意見が挙がった。そ
れを基に作成されたのが 資料2の「授業報告書」
である。また、毎週のゼミの最後に次時の予定を確
認すると共に、翌週のゼミの前日にミーティングを
行うこと、さらにWeb上にゼミ用の掲示板を作成す
ることも決めた。
ミーティングでは「企画書J(文末の資料5を参照)
という形で、報告書と同じ形式で空欄にした用紙を
用い、毎回の予定の確認と、進行内容の詳細決定を
行なった。そしてその週のゼミが終わったら、週が
明ける前に掲示板へ以下のように内容を記載した報
告書を掲示板に載せて、全員で振り返りを行うこと
にした。
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資料2:授業報告書
また、合宿中に「いじめについて考えるJr教師の
心・精神面の問題」の2点について話し合わないか
という意見が挙がったが、後に白紙に戻された。そ
れぞれの議題に大きな問題点が 1点ずつあったため
だ。
前者については、「結論が出ない論題で、ある」とい
うことで、あった。ゼミ合宿当時は、大津市のいじめ
自殺問題が非常にタイムリーな話題で、あったためこ
の議題が提案された。しかし、「し、じめ問題」は非常
にデリケートな話題であり、また正解のある問題で
はないというところもあった。そのため、 4人とい
う少人数で話し合うにはあまりに大きすぎる論題で
はないかということで、最終的に却下された。
後者については、「資料が少なすぎるJという点に
大きな問題があった。近年、教師の心の問題やそれ
に伴う中途退職などが時折メディアで取り上げられ
る。そのため、今後教師を目指す私たちにとっても
他人事ではないという理由で論題が提案された。し
かし、いざ資料調査をしてみると、この問題に関わ
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る人数の実数を公表している自治体は圧倒的に少な
い。心の問題についての理解は少しずつ広がってい
るものの、まだまだ認識は深くなく、「公にはしづら
い」という部分があるのだろう。半期を通した論題
にするには資料がなさすぎるため進めようがなく、
これも却下された。
以上を踏まえて、私たちは後期の活動へと移行し
た。しかし論題については白紙に戻されたため、後
期の最初のゼミで改めて何をやっていくか決めるこ
ととなった。
(7) 前期の反省と後期の見通し
合宿を経て、私たちは後期の活動に向け前期の活
動の振り返りを行なった。その結果、以下の2点の
反省点が上がった。
このような反省点が挙がった理由としては、ゼミ
生一人一人が主体的にゼミに参加していなかったこ
とが原因だと考えられる。
なぜこのような結果になってしまったかというと、
やはり、従来の一斉教授型の授業のスタイルになれ
ていたために、自分から授業を作るということがど
れほどのエネルギーを必要とするかわからなかった
という点である。
そのために、その日暮らしのぜミを展開する結果
となってしまった。
1.主体的に活動できていない
-自ら場づくりをしていこうという意識に欠けてい
た
. 1コマごとの計画の見通しが立っておらず、毎回
その場しのぎになっていた
-企画者・司会が固定されている 等
2. r個」と「集団」の行き来ができていない
・発言に対して、賛同や反論などのフィードパック
がなく一方通行である
・「意見発表」で終わってしまい「議論」に広がらな
し、
-ラベル新聞に個々の考えやキーワードが反映され
ていない 等
(8) ゼミ生による『参画jの定義づけ
上記の反省を踏まえ、私たちは後期に向けて次の
3点を「参画テーマ」として設定した。
1.主体性を持って、楽しく励まし合いなが
ら、責任感を持って他人の意見を受け入れ
自己の成長を促す。
2. 自分遣で行動の評価をして省みながら、
情報の発信及び後輩への伝承を行う。
3.そのために常に情熱を持って前へ進み続
け、自分遣独自のものを作り出す。
1点目は反省点の改善を目指し設定したものであ
る。「主体性Jr励まし合いJr意見を受け入れる」な
ど、「学び合う小集団」としての意識を向上させるた
めのキーワードが盛り込まれた。
2点目・3点目は、 1点目を意識した活動を進める
ことで「自分たちのやってきたことを形に残したいJ
という思いで設定された。参画の概念には発信・伝
承まで関わっていくという考えが含まれるため、「こ
のぜミで何かを残す」という気持ちでやっていこう
という意志統ーが成された。
上記のテーマを基に、後期は表3のように進行し
ていった。
9月:r後期にやりたいこと」について図解作
成。方向性を固める。
1 0月:r原点回帰」をテーマに各自図解作成
ゼミでの発表・議論を経て、全員で価値
1 1月 観や目標を共有。
1 2月:論文作成を開始。原点回帰の活動を経て
得たものを中心に、さらに図解を作成。
ゼミ生同士でそれを確認・改善案の提案。
1月:論文発表。 1年間のまとめとなる発表。
表3:林ゼミ後期の活動内容
(9) 図解作成による方向性と意志の決定
後期は、最初にこの半期で何をやっていくかを図
解作成によって固めた。その結果、以下に図示した
点を柱として「原点回帰」というキーワードに至っ
た。理由としては、それぞれの考えや夢・目標を共
有し、皆の夢を目標に変え、それを現実にするため
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にはどのようなアプローチができるかと考えたため
である。
この原点回帰の観点としては、「なぜ教師を目指し
たのかJr教師とはどういう存在かJr理想の教師と
は」等を考えた。これらについて、各自図解作成と
発表を行い、考えを共有すると共に、ゼミ生同士の
議論で助言や提案・改善点など活発な意見交換が行
われた。こうして価値観や目標を共有することで、
全員でやっていく気持ちをより深めることに繋がっ
た。
(1ω 「変換力」のトレーニング
原点回帰の活動とは別に、「変換力を鍛える」と
いう活動も同時期行なっていた。この活動は、図1
のようなワークシートを用いて行う。
成功に至った要素
変換力とは
テーマ
置き換える成功体験
ーI~~の解決のヒント
変
括亀
i成功の要素を、「置き換え先ではどのような点に当たるかJと考え i
iることで、自身の問題解決のヒントを得られる。
図1:ワークシート例
まず、テーマには個人が解決したい問題を当ては
める。例えば「生徒のやる気を向上させるにはどう
すれば良いかJr古典に興味を持たせるにはどうすれ
ば良いか」などだ。
次に、自分の中にある成功体験を取り出し、テー
マの下に書き添える。この体験は、テーマとの関係
が薄い体験が望ましい。
そうして体験を取り出したら、その体験で成功に
至った際にはどのような要素があったかを思い出し、
左中部に箇条書きしていく。
この箇条書きを基に変換していくのだが、ここで
重要なのは、成功に至った要素の本質を考えるとい
うことである。それを見抜くことができれば、より
変換がスムーズに進む。
最後に、本質を意識しながら変換し、どのような
ことがテーマ解決のヒントになっていくかを書き出
す。
この活動は、個々の考えの幅を広げると共に、図
解作成の際にポストイットを選別してしだ作業にも
非常に役立った。変換力鍛錬によって、「書かれた内
容の本質を考える」という能力も磨かれたためであ
る。
(11) 論文作成
後期の活動を経て、私たちは何かを残したいと考
えた。これまでの原点回帰によって考えたこと、本
ゼミで学んだことをまとめて論文という形で文章化
することを決めた。執筆に際しては、資料3、4の
ように図解を作成し、それをゼミ内で一度発表し、
議論しゼミ生同士で改善案を助言し合った。
寄与1妻絶ね間待IJ亘
禁固めふ対向芯
:fl勺?.と位、也、
eEJム:;71C12:)
O-!l:'t'14-橘h、事ー
• ft{i.州、令 1<':1"き古
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言62文テ定構成
究服すベミ長
j〆
人生丹臼才年
:ITモi.l.r>ヰHt
資料3:論文執筆のための図解(安間)
資料4:論文執筆のための図解(脇本)
この図解とゼミでの議論を基に修正を加え、項目
を文章化した論文の概要を改めて各自で作成し、そ
れをゼミ生同士で確認、し合った後に本文執筆へと入
った。手順は多く踏んだが、設定した参画のテーマ
や、「このゼミで何かを残す」というそれぞれの想い
が、より良いものを書こうとする意識へと繋がって
のことで、あった。
m.ゼミから学んだこと
(1) 新しい理論の構築
このゼミという集団を振り返ってみると、参加の
3段階で言えば「参画」の状態で、あったと言える。
なぜかと言うと、私たちは一人一人がそれぞれの個
性を発揮し、ゼミとし、う集団にいなくてはならない
存在になっていたからで、あり、それぞれが何かを「に
ないあっていた」ためである。
しかし、私たちが 1年間やってきたことは、「に
ないあう」という言葉を超えるキーワードを共有し
ていたように思えた。このキーワードを何とか言葉
という形にできないかと考えた結果、「和」という
言葉が生まれた。
詳しい経緯や「和」とはどういう状態なのかとい
う点は後述するが、私たちがこの一年間自主的にゼ
ミを運営し、相互に助け合いながら成長したという
事実を一言で表すにはこの「和」という言葉がぴっ
たりだと感じこの言葉を選んだ。
(2) なぜ「和」なのか
普通、「和」というと、「和む」という言葉がある
ように、周りの空気を感じながら、突出した行動は
しないという意味合いの「和」を想像しがちである。
しかし、ここでいう「和」は「和える」という意
味の「和」に近い。この「和える」は料理をすると
きなどに使う言葉であるが、異なるものを混ぜ合わ
せ馴染ませることを意味している。この「和える」
という意味の「和」こそ、集団形成において必要で
あると考える。
なぜ、この「和える」という「和」が大事かとい
うと、集団というのは異なる個の集まりであり、そ
の異なる個が互いに協力し合うことによって集団が
形成されるからである。
また、聖徳太子が制定した十七条の憲法の一条目
やわらぎ さか
には、「ーに日く、和を以て貴しと為し、件ふるこ
と無きを宗とせよ。人皆官有り、また量れる者は少
なし。或いは動ふこし顧わず、窄桜島こ違う。然れど
かみやわら しもむつ あげつら かな
も、上和ぎ下睦びて、事を論うに諾うときは、す
なわち事理おのずから通ず。何事か成らざらん。」と
書かれている。
この文章を現代語訳ωすると、「ーにしづ。和をな
によりも大切なものとし いさかいをおこさぬこと
を根本としなさい。人はグループを作りたがり、悟
りきった人格者は少ない。それだから、君主や父親
のいうことにしたがわなかったり、近隣の人たちと
もうまくいかない。しかし上の者も下の者も協調・
説註の気持ちをもって論議するなら、おのずから物
事の道理にかない、どんなことも法う証するものだ、。J
となる。
聖徳太子の時代からも、和とはその場を保つこと
よりも、論議することを求められていた。
以上のような観点から、集団の中で役割を「にな
いあう」というだけでなく、忌憧なく意見をぶつけ、
その人が集団の中で、いなくてはいけない存在、に
なることこそが重要である。その人物が大勢いて、
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集団の大部分を占めていることが、参画状態の中で
も必要なことだと考えた。それをここでは、「和」と
いう言葉で表現する。
(3) r和jの定義
私たちが考えた「和」とは、次のような定義であ
る。
「自ら進んで他者を助け、
自他共に成長していく集団』
これこそ私たちが考えた「和」という新たな集団
の形成状態の定義である。この「和」という集団は、
参画状態にあり、その参画状態にある集団の最高の
状態を意味している。
集団の中で、その一部分を担っている人はいる。
しかし、その人がいなくては集団をコントロールで
きないような、「この人がいてくれて良かった」と言
われる人が多いほど、その集団は大きな動きを起こ
すことが出来る。
そのためには、その場にいなくてはいけない人物
に成長するための集団の活動が必要となってくる。
また、自分だけの成長ではなく他人も同じように成
長させることや、人の仕事も自分の仕事と同じよう
に責任を持って遂行させること等、相互に助け合う
ことができるようになると、集団の中でその人はい
なくてはいけない存在となることが出来ると考える。
そういった行動一つ一つを、場にいる全員がそれ
ぞれの立場で責任を持って行うことができてこそ、
集団として最大限の力を発揮することができる空間
になると考える。
w.本年度のゼミの総括
(1) r和』という考えから見たぜミ
私たちは本年度、前述通り以下の3点をテーマに
掲げ、"参画集団n を目指して活動をしてきた。
1.主体性をもって、楽しく励まし合いながら、責
任感を持って他人の意見を受け入れ自己の成長を
促す。
2.自分たちで行動の評価をして省みながら、情報
の発信および後輩へ伝承する。
3.そのために常に情熱をもって前に進み続け、自
分たち独自のものを創り出す。
1年間ゼミを運営してきで、「和」という理念を完
成させたが、この私たちの参画のテーマがそもそも
「和」の構成要素となっていた。
1点目に見られる「主体性」や「責任感」という
ものは、自分の成長なくしては得られないものであ
る。しかし、「楽しく励まし合いながら」というのは、
「和」でいう「自ら進んで他者を助け」の部分や、
「自他共の成長」につながる部分である。
次に2点目については、自分たちの行動を自分た
ちで自省しながら、次の代へ引き継いでいけるよう
に目標を立てた。この点も、「和」の定義の自分たち
の行いと、他者への行いに分類することが出来る。
最後に3点目についてだが、これも「常に情熱を
持って前に進み続け」の部分は自分たちの行いであ
り、「新しいものを創り出す」というのは自分たちの
ためだけではなく、他者へのためでもあるので、こ
の「和」の定義が当てはまると考える。
以上のように、本年度のぜミはメンバー全員が助
け合い、足りないところを補い合った結果私たちが
定義した「和」という集団になることが出来たと考
える。
ω 本年度達成できなかった目標
自分たちの行動を振り返ってみると、私たちが決
めた参画のテーマに対して、行動が伴わなかった点
が2点あった。
まず 1点目は、「情報の発信・後輩への伝承」で
ある。仲間内では情報交換をしていても、外部に対
して情報を発信する機会が乏しかったように恩われ
る。その点、 Web等をもっと駆使して情報を発信、
意見を交換する場を構築する必要があったと考える。
2点目は「自分たち独自のものを創り上げる」と
いうことである。独自のものを創り上げるという観
点では、週1回のぜミの時間では正直足りなかった、
というのが本音だ。皆で新しいものを作りたいとい
う気概はあったが、皆で話し合う時聞が足りず、そ
の分を埋める時聞が取れなかった。その上で、今回
の紀要を書き上げることが出来たことはゼミの一つ
の成果だと考える。
匂) 今後の課題とその解決法
今後の課題として3点挙げる。
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まず1点目は、前述した通り「情報発信・後輩へ
の伝承」という点である。この点に関しては、今後
全員の論文をまとめたゼミ研究論文という形で、後
輩に伝承していきたい。また、情報刻冒という点は、
この紀要を始め、今後教員となった際に、自分が運
営する集団が、「和」という形態を築くことが出来る
のか実践研究し、何らかの形で将来発表できるよう
にまとめていきたい。
2点目は「独自のものを創り上げる」という点で
ある。この点についても、今後実践を通し、「和」と
いう概念をしっかりと体系化させ、私たち独自のも
のとして固めていきたい。
最後に 3点目だが、「その場にいなくては自分の
意見を図解に反映できない」という図解作成におけ
る課題である。
グループで図解を作成する際に、最初の意見を出
す段階に加われないと、その後関係付けされてしま
った図解に自分の意見を入れることはなかなか難し
いという点だ。
図解作成は、その場のリアルタイムのやりとりに
より、どうまとめるかが変化する。同じラベルであ
っても、そのときその場の空気で作成される図解が
完成するので、時聞が異なれば、前とは違う新たな
図解が完成する。メンバー全員が図解作成時の時間
を共有するからこそ、そのメンバー独自の図解が完
成するのであって、全員が揃わないと、全員の意見
が反映された図解が完成しない。その場にいなくて
も時間や場所を共有し、図解作成に加わることが出
来るのかが今後の課題となる。
この点の解決策として、 Webを活用し、時間と場
所を共有することが必要だと考える。 Skype等のソ
フトを使い、バーチャル的に時間と場所を共有する
ことで、どこにいても意見を反映できるようになる。
そうしたツールを駆使し活動に活かしていくことが、
今後より必要になってくると考える。
おわりに
私たちは1年間ゼミ運営を通して、苦手なことや
初めてのことに大いに取り組んだ。
人は初めてのことをするとき勇気がいる。年齢が
上がるに従って、新しいことに挑戦するには奥手に
なる。
しかし、新しいこと、苦手なことに林ゼミはどん
どん挑戦をした。それはひとえにゼミの4名の友情
に他ならない。打てば響く友がいるということはと
てもすばらしいことである。
林ゼミのシラパスには「本ゼミを大学院生活の基
地にして、ゼミ生で協力して理想の進路をゲットで
きるよう励ましあう。その結果、親友を獲得する者
が多いようである」とある。
「親友」読み下すと「親しい友人Jとなるが、私
たちは「親友」ではなく「同志Jという存在だった
と思う。同志と言っても「同じ古を目指す人」とい
う存在よりも、「閉じ苦しみを味わい、志を共にする
友」という意味で「同志」という言葉を使いたい。
将来への不安や、過去のつらかった経験等、皆で
共有し、話し合うことにより、その経験を克服でき
たり、苦手なことに挑戦できたりした。
私たちは将来進む道はばらばらである。保育士に
なりたい人、社会教育に携わりたい人、学校の教師
になりたい人。それぞれ進む道は違う。
そんな私たちだったがこうやって一つの者を創
り上げることが出来た。それは、広義の「教師」を
目指しているという点では一致していたからだろう。
私たちの将来は、「人に関わる。教育するJとい
う点で閉じーっの道を進んでいる。
私たちは、今後関わった人々と、「同志」という
仲間を築けるように、また今年度のゼミのように相
互に成長し合える場、「和」といった空間に参画した
経験をしてもらえるように まず私たちから「和」
の集団形成に積極的に取り組んでいきたい。
また、末筆にはなるがこの場をお借りして御教授
いただいた林義樹教授に心からの感謝を申し上げた
し、。
また、ぜミの授業に参画してくださった先輩方に
も心より御礼申し上げる。
これから私たちは各自の道を進んでいくが、その
各自の道で成長することこそが、先学への報恩感謝
の道と決め、これからもより一層成長して参る決意
である。
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日本教育大学院大準教腫鎗合ぜミ{肱組)樫婁企画書
日付 場所 授業担当者
2013/3/4 日本教育文学院大学 902 安聞伸男
林ぜミ参画テーマ
主体性をもって、楽し〈励まし合いながら、責任感をもって
他人の意見を受け入れて自己の成長を促す.
自分たちで行動の評価して省みながら、情報の錯信および後輩へ伝承する.
そのために、常に情熱をもって前に進み続け、自分たち独自のものを創り出す.
本時のナーマ
いじめについて考える①
Time Table 
ラベル新聞担当者時間 経過時間
16:20 0分
ゼミ合宿を振り返って(決まったことの確認)
16:25 5分
16:30 10分
16:35 15分 サイト説明;林さん
16:40 20分
16:45 25分
ラベルトー ク
16:50 30分
16:55 35分
17:00 40分
17:05 45分
17:唱。 50分 安聞プレゼン(いじめについての調査報告)
17:唱5 55分
17:20 60分
17:25 65分
17:30 70分
17:35 75分 今後の予定・目標
17:40 80分
17:45 85分
感想ラベル・ラベルトーク17:50 90分
Memo 
1.学生主体にゼミを運営する
2.内容
3.学生主体で関わる
i捜業参加の客体から主体へ
i.場づくり
ii.捜業企画のフォー ム(企画書・報告書)をうまく使いこなす
iv.場っくり司伝承して学ぶ(E-Learningコンテンツを学ぶ)
次回授業担当者 次回ラベル新聞担当者 次回事前ミ---"Tイング
安聞 安聞・林 2012110/5 
資料5:授業企画書
